
まち活「ナゴヤWalkingクラブ」
③四間道と円頓寺界隈ウォーキングコース

国際センター駅～四間道～浅間町駅約3.6km　5０分
美
濃
路
は
四
間
道
の
東
堀
川
沿
い
の
道
を
北
に
進
み
五
条
橋
を
経
て
城
西
２
を
左
折
し
琵
琶
島
へ
と
つ
づ
い
て
い
き
ま
す
。

H

国際センター駅

①名古屋国際センター

②浅間神社

④伊藤家住宅

⑤五条橋

⑦慶栄寺

⑧円頓寺⑨信長像

⑩多賀宮

⑪崇徳寺
⑫隅田神社

⑬正覚寺

⑬西願寺

③四間道
　街並保存築

円頓寺本町商店街

菓子問屋街

浅間町駅

● はね海老A
● 

お
し
の
寿
司

● 喫茶 まつばB

● 肉の丸小CD

● 

松
露
堂

F
● 

福
久
家

J
● 

麵
ど
こ
ろ
二
ツ
玉

H

● 
太
陽
堂
本
店

G● 
フ
ル
ー
ツ
シ
ョッ
プ
マ
ル
ゼ
ン

I

● 

日
喜
屋

E

菓子問屋街　　 円頓寺

円頓寺

五条橋

伊藤家住宅

四間道保存地区

名古屋国際センター

西願寺 隅田神社 多賀の宮   

信長像

円頓寺商店街

名古屋市の町並み保存地区
に指定されている、四間道町
並み保存地区が広がります。
禄13年（1700年）に発生した
大火のあと，ここの道を約四
間（約7メートル）に広げたこ
とが名前の由来と言われま
す。

高さ100mを越える超高層ビ
ルとしては中京地区で最初
に建てられました。2階から6
階までが国際センターの施
設です。国際交流の総合拠点
施設として国際交流の様々
なイベントが行われています。

慶長19年（1614年）に清須か
らここに移ってきた商人で，
堀川沿いに住宅があったた
め「川伊藤」と呼ばれていま
した。堀川の水運を利用した
尾張藩の御用商人として米
穀問屋として活躍しました。

清須の五条川にかけられて
いた橋で，清須越でこの地に
移されました。四間道よりの
橋のたもとには、美濃路と記
された道標が立っています。

名古屋で最も古い商店街の1
つと言われています。名古屋
駅に近いことと，東側に名鉄
瀬戸線の堀川駅，名古屋電
気鉄道の江川線が開通した
ことから交通至便となり，多く
の人で賑わう商店街となりま
した。

水戸黄門や信長，秀吉，家康
の人形がありますが，これは
商店街の活性化のために寄
贈されました。

アーケードの中にある珍しい
神社です。滋賀県の多賀神社
の分社で，江戸時代に清須
越の際にはここに建てられ
たといわれています。

円頓寺商店街の中ほどに商
店街の名称の由来になって
いる円頓寺があります。名古
屋城築城の余材を拝借して
建築されたといい，当初は普
敬院と称していました。

明道町の菓子問屋街といい，
駄菓子の問屋が立ち並んで
いて，昭和の昔ながらの風景
が残っています。

熱病の流行と村内で起きた
火事をきっかけに疫病防止
と安全祈願のために創建さ
れました。

寶亀山と号し，もと中区丸の
内の那古野神社にあって天
台宗でしたが，西英なる者が
改宗したと言います。幅下浅
間町を経て現在地に移転し
ました。


